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平成２６年度 自主講座 実践力アップ講座「幼児教育②」開催

自主講座である実践力アップ講座の幼児教育第２回目を去
る 12月 17日（水）に南部総合福祉センター１Ｆホールにて
開催しました。
連携協力大学である沖縄女子短期大学の小林祐一氏を講師

に、「アプローチカリキュラムの作成にむけた １～３月の取

組み」と題して、個人ワークやグループワークを伴う講義を
行いました。
幼稚園教頭、幼稚園教諭、保育士等の総勢 36 名の参加が

ありました。

【講座の概要】
写真１ 小林祐一講師による講義

１ はじめのことば 司会

２ 所長あいさつ 島尻教育研究所長 上原勝晴

３ 講義

講師 沖縄女子短期大学講師 小林祐一

「アプローチカリキュラムの作成にむけた １～３月の取組み」

(1) 北区の事例
(2) 保幼小連携の年間プログラム(個人ワーク）
(3) アプローチカリキュラム（グループワーク）

４ お礼のことば 講座参加者

５ おわりのことば 司会

写真２ 個人ワークの様子

参加者並びアンケート回答者人数

職業
人数（人数）

参加者 回答者

保育所職員 3 3

幼稚園教諭 19
24

幼稚園教頭 9

幼稚園臨任教諭 3 3

その他 2 1
36 31

受講者の感想（アンケートから） 写真３ 付箋紙を活用したグループワーク

○既に実践していることでも、意識して行うことで、効果的になることが分かりました。しっかり計画を
立て実践につなげていきたいと思います。様々な技法やアイデアを教えていただき、明日からの保育
にすぐに役立てられそうです。 （豊見城市 幼稚園臨任用教諭）

〇アプローチカリキュラム…いざ考えよう、作ろう！となると、何から始めたら良いか分からなかったの
ですが、このようにワークショップで取り組んでもらえて勉強になりました。誰を対象にやるのか、ま
た、どのようにやるのかを考えさせられました。教師がしっかりと計画を立てて、準備を整えて
やっていきたいと思いました。 （糸満市 幼稚園教諭）

〇この時期に経験させたいことを出し合うことで、すぐに実践におろせるという点がとても良かったです。
グループ協議で他園の実践も知ることができてよかったです。 （与那原町 幼稚園教諭）



グループワークのまとめ


